
Woodist Report

発行　平成24年４月 15日

2012 年春季　第11号

　
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
木
材
利
用
促

進
法
）
が
平
成
二
二
年
五
月
に
公
布
さ
れ
、

同
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
木

材
価
格
の
下
落
等
に
よ
り
低
調
に
な
っ
て

い
る
国
産
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

停
滞
し
て
い
る
林
業
を
再
生
し
、
適
正
な

整
備
を
行
う
こ
と
で
森
林
の
も
つ
国
土
保

全
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮

さ
せ
る
こ
と
、
同
時
に
山
村
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

主
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
木
材
利
用
促
進
法
が
施
行
さ
れ

て
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
国
産
木
材
の
利
用
度
を
広
げ
る

べ
く
、
種
々
の
木
質
構
造
材
の
実
験
を
は

じ
め
、
建
築
に
関
す
る
法
律
な
ど
の
見
直

し
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地

方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
利
用
の
た
め
の

基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
始

め
ま
し
た
。

写
真
提
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早
わ
か
り
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学
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」

町
産
材
を
使
っ
て
新
庁
舎
建
築

　

高
知
県
土
佐
町
で
は
、
平
成
二
三
年
度

か
ら
、
新
し
い
庁
舎
を
木
造
二
階
建
て
で

建
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
佐
町
の
総
面
積
は
、
２
１
，
２
１
１

㌶
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
87
％
を
森
林
が
占

め
る
と
い
う
森
林
資
源
の
豊
富
な
町
。
こ

の
町
内
の
森
林
か
ら
木
材
を
切
り
出
し
て
、

製
材
し
製
造
し
た
大
断
面
集
成
材
を
構
造

体
と
し
た
建
物
で
す
。
弊
社
は
、
岸
ノ
上

工
務
店
様
、
三
井
住
商
建
材
様
の
も
と
、

大
断
面
集
成
材
の
加
工
を
通
し
て
、
土
佐

　

町
を
あ
げ
て
、「
地
元
産
材
を
使
っ
て
新

庁
舎
を
建
て
る
こ
と
で
町
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、
町
に
住
ま
う
人
々
が
ふ
る
さ
と

の
暖
か
み
を
感
じ
て
訪
れ
る
町
役
場
に
し

た
い
。」
と
い
う
お
考
え
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

地
域
木
材
の
利
用
が
進
む
と
言
う
こ
と

は
、
伐
採
・
搬
出
か
ら
建
物
の
建
設
に
至

る
ま
で
た
く
さ
ん
の
地
元
の
人
々
が
関
わ

る
こ
と
で
、
林
業
は
も
と
よ
り
地
域
産
業

全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
成
長
し
た
木
材
は
、

そ
の
地
域
の
気
候
風
土
に
最
も
適
し
た
建

材
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
の
持
つ
香
り

や
暖
か
み
、
湿
度
調
整
な
ど
の
能
力
は
快

適
な
室
内
環
境
作
り
出
す
ば
か
り
で
は
な

町
新
庁
舎
建
築
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

く
、
気
持
ち
も
落
ち
着
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
木
材
は
、
ム
ク
材
と
し

て
の
利
用
ば
か
り
で
な
く
、
大
断
面
集
成

材
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
庁
舎
と
い
う
大

き
な
建
物
の
構
造
材
と
し
て
、
そ
の
利
用

範
囲
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

　

今
年
度
完
成
す
る
新
庁
舎
に
、
今
ま
で

長
い
間
、
町
を
、
人
々
を
見
守
り
続
け
て

き
た
木
材
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

土
佐
町
に
住
ま
う
方
々
の
大
き
な
誇
り
と

な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

公共建築物における木材利用促進の流れ公共建築物における木材利用促進の流れ
木造庁舎建築・その意義木造庁舎建築・その意義特特    集集

DATA　最高高さ　　10.3 ｍ
　　　　最長スパン　10.45ｍ

DATA　延べ床面積　1,494㎡

建ち上がった架構建ち上がった架構

屋上面屋上面



　当社は現在クロスラミナパネル CLT の実用化に向けて取
り組んでいます。幸いにも国土交通省の「平成 22 年度木
のまち木のいえ整備事業」助成を受けることが出来、この
材料の性能についてかなりのデータを得ることが出来まし
た。（報告書「大型木質多層パネルの生産技術確立と性能調
査」法政大学建築学科網野禎昭教授・鹿児島県工業技術セ
ンター・大分大学工学部）

　この商品（工法）を知ったのは、京都大学木質科学研究
所（当時）の小松幸平教授のご厚意とお骨折りのおかげで
した。2000 年 10 月、オーストリアグラーツ工科大学と同
国内の KLH社、CLT を用いた建築現場を見学出来ました。
　KLH社が発行している「新たな木造建築のソリューショ
ン」によると、生産量は現在年間５万５千㎥に及んでいます。
この資料によると、
1996 年　グラーツ工科大学との共同研究により製品開発
1997 年　KLT 社設立
1999 年　生産開始
　私たちは同社の生産開始の翌年、まさに揺籃期に訪問し
ていた事になります。

　そもそも製材の副製品の活用方として開発されたこの商品は、網野教授によるとヨーロッパで 6社の
メーカーが独自の商品や技術開発を行って広く普及しています。技術基準の一部を見ても建築のための
合理的で精緻なシステムができており、木造建築の可能性向上に大きく寄与しているようです。

　同業大手の銘建さん、レングズさんとともに、このたび「CLT
協会」を設立し、商品開発や普及に向けて努力していくことに
なりました。国として規格も制定に向け作業が進んでいると聞
いています。この材料は建築が極めてシンプルになります。工
期が短縮され、何よりも最もコストの掛かる現場作業が大幅に
省力化されることが特徴です。１日も早い商品化を図り、新し
い木造建築に貢献出来ることを願っています。

ＣＬＴ、マッシブホルツ実用化へＣＬＴ、マッシブホルツ実用化へ
代表取締役　佐々木幸久

実用化へ向けて

ＣＬＴとの出会い

現在までの取り組み

ＣＬＴの強度試験ＣＬＴの強度試験
鹿児島県工業技術センターにて鹿児島県工業技術センターにて

KLH社のCLTを使った建築現場
（佐々木撮影）

工場でのプレファブ施工工場でのプレファブ施工
写真提供：網野教授

公共建築物における木材利用促進の流れ公共建築物における木材利用促進の流れ
新たな木造建築材料の利用にむけて新たな木造建築材料の利用にむけて特特    集集



　ラミナを平置きで並列させた層を、上下の層で繊維方向
が交差するように方向を変え、奇数層を積層接着したパネ
ルです。ヨーロッパでは年間生産能力約 5万㎥以上の大規
模なメーカーが製造しており、これらのほとんどが生産拠
点をオーストリアに置いています。2008 年時点の同国内で
の年間生産量は 10万㎥、最大生産能力は 35万㎥以上とも
されています。フィンガージョイントなどの方法で縦継ぎ
された厚さ 17～ 43mm、幅 80～ 240mm程度のラミナを
積層させます。ラミナが交差するため、床として２方向載
荷も可能であり、面内せん断力も高く耐力壁としても有用
です。

　ドイツ語でのMassivbau（鉄筋コンクリートなどの面構
造）とHolz（木材）を組みわせた造語です。Massiv（塊り）
＋ Holz（木）と読むこともできます。大量の木材を積層し
て高強度な厚手パネルをつくり、これを壁や床に用いて面
構造として建物を組立てます。この考え方は 1970 年ごろ
からヨーロッパ有数の林産国であるスイス、オーストリア
やドイツで生まれ、現在では戸建て住宅を始め、様々な大
型の建築物にも応用されています。
　マッシブホルツはラミナを積層接着した大きなパネルで
あり、木材利用の拡大がエコロジーの鍵とされる現在でも、
その考え方は意義に富むものです。低質の木材を有効活用

でき、居住性に優れた、高強度の建物をつくることができるマッシブホルツは、国産材活用とエコ社
会の実現を模索する地震国日本にとって大きな可能性を秘めた未来志向のテクノロジーであると言えま
す。マッシブホルツと一言でいっても、様々なメーカーが独自の製品を提供しています。

CLTーCross Laminated Timber ／クロスラミナパネルとはCLTーCross Laminated Timber ／クロスラミナパネルとは

マッシブホルツとはマッシブホルツとは

国産スギCLTの試作サンプル

　CLT を JAS 規格化する動きが進んでいる。構造用パネルの JAS 規格改正は、5年に１
度行われているが、次の改正に当たる 13 年６月 10 日までに JAS 告示を改正し、その
なかに CLT を盛り込む考えだ。
　既に（独）農林水産消費安全技術センター（FAMIC）では、１月 27日に「構造用パ
ネルの日本農林規格の確認等の原案作成委員会」を開催し、構造用パネルの JAS 規格化
を要望項目に盛り込んだ。同委員会では１年ぐらいをかけて、検討原案を作成して FAMIC に提出する。

　日本 CLT 協会は３月 29日、協会発足後初となる総会を開き、正式に活動を始めることを表明した。
　同協会は、CLT の国内での普及に向け、規格化などを進めることなどを目的に今年１月 19日に発足した。設
立メンバーは、銘建工業（岡山県真庭市）、山佐木材（鹿児島県肝属郡）、（協）レングス（鳥取県西伯郡）の 3
団体。CLTは現在、構造用材料として法的な位置付けが国内にはなく、構造材としての利用が難しい。同協会では、
CLT の JAS 規格化を進めることで現実的な利用を可能にし、こうした需要を促すことで、木材需要全体の底上
げを図っていくこととしている。

来年６月までに JAS告示改正

規格化に向け活動本格化

構造用パネル JASに CLTを盛り込む

日本CLT協会設立総会を開催

トピックストピックス

2012年（平成24年）3月31日付　日刊木材新聞より抜粋
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http://www.woodist.co.jp/ 　　　　     
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木材のこといろいろな
ニュースが満載‼ 
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木木　
平
成
20
年
２
月
、
ホ
ウ
酸
塩
の
木
材
保

存
剤
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
優
良
木
材
保
存

※
１

で長寿
命木造

建築物
を！

な
く
進
行
し
、
気
付
い
た
と
き
は
甚
大
な

被
害
に
及
ん
で
い
る
例
も
多
く
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
木
材
の
腐
れ

や
シ
ロ
ア
リ
の
食
害
は
、
建
物
全
体
に
及

ぶ
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
構
造
用
の
木
材

の
強
度
は
著
し
く
低
下
し
て
、
建
物
の
寿

命
を
縮
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
被
害
構
造
材
の
修
繕
は
難
し
く
、

多
大
な
費
用
が
発
生
し
た
例
は
数
知
れ
ず

耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　これ
により

在来工
法によ

る戸建
て住宅

から、
大断面

集成

材を用
いた大

型の木
造建築

物まで
の、1

棟分す
べての

構造部

材をホ
ウ酸処

理する
ことが

できる
のです

。

処理に
かかる

費用は
、修理

やそれ
に伴う

駆除費
用に比

べれ

ば格段
に廉価

なもの
です。

「Ｂラ
ム」で

全棟処
理して

建造い
ただい

た場合
、当社

では

5年の
保証を

設定し
、規定

の点検
を経て

さらに
5年延

長す

る（計
10年

）保証
システ

ムを構
築して

います
。※２

　木造
の住宅

や大型
建築物

を長く
安心し

てお使
い頂く

ため

にお役
に立て

るシス
テムで

す。ぜ
ひご利

用下さ
い。

ホウ酸
塩全棟

処理実
績

建　物
　名

場　所

Ｔ邸

沖縄県

建売住
宅 3棟

沖縄県

中平小
学校校

舎 A棟
B棟

鹿児島
県南種

子町

Ｉ邸

沖縄県

建売住
宅１棟

沖縄県

Ｙ．Ｏ
邸

沖縄県

Ｏ邸

沖縄県

佐賀県
有明漁

協海苔
生産施

設 佐賀市

高山や
ぶさめ

館

鹿児島
県肝付

町

竹富島
ゆがふ

館

沖縄県

鹿屋木
橋

鹿児島
県鹿屋

市

南部お
が粉生

産事業
協同組

合 沖縄県
具志頭

村

竹の子
荘

沖縄県
竹富町

Ｅ邸

鹿児島
市

Ｙ邸

熊本市

森林資
源活用

交流拠
点施設

沖縄県
国頭村

シーフ
ォレス

トレス
トラン

、ホテ
ル 沖縄県

石垣島

※ 1米
国ボラ

ックス
社ホウ

酸塩木
材保存

剤「テ
ィンボ

ア」が
日本木

材保存
協会よ

り JIS
K157

1 に基
づき優

良木材
保存剤

として
認定。

※２当
社ホウ

酸処理
保証約

款によ
り、諸

条件設
定があ

ります

「Ｂラ
ム」全

棟処理
の5年

（10年
）保証

ホ
ウ
酸
塩
処
理
の
安
全
性
と
有
効
性

第12
回かご

しま木
材まつ

り関連
講演会

長寿命
木造住

宅

講　師
：NPO

法人ホ
ウ素系

木材保
存剤普

及協会
理事長

　

　　　
  理学

博士　
荒川民

雄先生

日　時
：201

1年1
0月2

8日

場　所
：鹿児

島東急
ホテル

epport sy

より在
来工法

による
戸建て

住

た大型
の木造

建築物
までの

、

酸処理
するこ

とがで
きるの

で

かる費
用は、

修理や
それに

廉価な
もので

す。

「Ｂラ
ム」で

全棟処
理して

建造

5年の
保証を

設定し
、規定

の点

る（計
10年

）保証
システ

ムを

　木造
の住宅

や大型
建築物

を

にお役
に立て

るシス
テムで

す

※1米
国ボラ

ックス
社ホウ

酸

※２当
社ホウ

酸処理
保証約

款

「Ｂララ
ムラム」ム」
全全全棟全棟処棟処

理理の5

建物探
訪

DATA

所在地
：鹿児

島県

発注者
：肝付

町様

設計：
㈲下舞

設計様

延べ床
面積：

1608
㎡

最大ス
パン：2

5m

高山温
泉ドー

ム

高山や
ぶさめ

館

宿泊施
設

http://rehttp://re
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訪探訪訪訪
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　第1
0号

建築面
積　2

,881.0
8㎡

宿泊施
設　9

01.88
㎡

温泉施
設　5

51.34
㎡

直売所
・レス

トラン
　1,0

55㎡

　
２
０
１
１
年
秋
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
蒲
生
町
に

木
造
の
宿
泊
温
泉
施
設
フ
ォ
ン
タ
ナ
の
丘
か
も
う

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

健
康
と
癒
し
を
テ
ー
マ
に

◎ 

自
然
の
中
に
い
る
よ
う
な
木
の
香
漂
う
空
間
で

ゆ
っ
く
り
癒
さ
れ
る
天
然
温
泉

◎ 

天
然
木
を
活
か
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
客
室
に

源
泉
掛
け
流
し
檜
風
呂
を
完
備
し
た
宿
泊
施
設

◎
鹿
児
島
県
内
産
の
農
畜
水
産
物
の
販
売

◎ 

地
域
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン

　
四
つ
の
機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設
で
、
全
館
鹿

児
島
県
産
木
材
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

構
造
に
関
す
る
集
成
材
・
製
材
と
木
構
造
工
事
に

つ
い
て
弊
社
に
ご
用
命
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
※
鹿
児
島
県
「
か
ご
し
ま
木
づ
か
い
推
進
事
業
」
補
助
事
業
施
設
）

　
蒲
生
と
い
う
地
域
を
考
え
た
と
き
、
南
九
州
の

豊
か
な
山
々
の
緑
に
し
っ
く
り
と
溶
け
込
め
る
よ

う
県
産
材
を
使
っ
た
木
造
で
建
て
よ
う
と
計
画
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
中
心
が

「
健
康
」
で
す
か
ら
、
木
の
持
つ
香
り
や
暖
か
い

感
触
に
よ
る
心
の
安
定
や
か
ら
だ
へ
の
癒
し
の
効

果
も
大
き
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
す
べ
て
の
床
を
檜

貼
り
に
し
、
十
八
室
あ
る
客
室
の
壁
と
お
風
呂
に

檜
を
使
っ
た
の
も
、
ご
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
ゆ
っ
た

り
と
、
落
ち
着
い
た
気
分
で
お
過
ご
し
頂
き
た
い

か
ら
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
施
設
内
は
も
ち
ろ
ん
敷
地
全
部
を

禁
煙
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
安
心
、
安
全
な
食

材
を
使
っ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
料
理
を
お
出
し
す
る

宴
会
も
承
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
煙
草
を

お
吸
い
に
な
る
お
客
様
を
お
見
か
け
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
木
の
香
り
で
落
ち
着
か
れ

る
か
ら
煙
草
が
不
要
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
二
ヶ
月
。
お
客
様
お
一
人
お
ひ

と
り
が
、
こ
の
木
造
り
の
空
間
で
お
過
ご
し
に
な

る
こ
と
で
、
大
き
な
健
康
を
実
感
し
て
頂
け
る
こ

と
を
、
経
営
者
と
し
て
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ォ
ン
タ
ナ
の
丘
か
も
う
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　
山
野
秀
明
様

木の香
漂う

大浴室
内

県産材
で作ら

れた

リラック
ス空間

大きな
天然木

柱が

印象的
なエン

トラン
スホー

ル

が
ん
ば
っ
ち
ょ
り
も
す
!!

肝
付
発
旨
い
も
の

北村　太一
製材チームサブリーダー

　国産製材の量産化を可能にし

た「ツインバンドソー」の担当

です。品質、価格、納期などお

客様のニーズに確実にお答えできるように徹

底管理しています。

尾上　孝矩
加工建て方チーム

　ドイツ製の高性能加工機「Ｋ２」

のオペレータとして頑張っていま

す。全自動加工された部材は、正

確で、現場での建方作業の大幅なスピードアッ

プに貢献。お客様からの信頼を得ています。

　平成 24 年２月６日茨城県つくば市の防災科学技術研究
所の振動台で CLT による３階建て実大試験体の振動実験が
行われました。今回の実験は、建築基準法で要求される稀
に発生する地震での損傷限界変形量（木造建築物の場合は
120 分の１ラジアン以内で変形が収まるか）を確認するの
が目的。実験では
200 分の１ラジア
ン程度の変形に収

まり、ほとんど損傷もみられませんでした。実験に使用さ
れた CLT は、国産スギ厚さ 150 ミリ×１メートル×６メ
ートル（製作 : 銘建工業（株））。公共建築物の木造化が進
んでいく中、CLT による構法が注目されています。

　「我が町肝付は海山の美味しいものの宝庫です。」と顔をほ

ころばせながらお話しされる肝付町産業創出課の渡會実さん。

このコーナーでいろいろな特産品を紹介して頂きます。

手のひらサイズ大きな果実

CLT実用化へむけて振動実験CLT実用化へむけて振動実験

『キャンピー』
　２・３回手で磨いて頬張ると、シャキシャキした食感
とともにみずみずしい甘さが口いっぱいに広がる。「う
まい！」思わず声にしてしまった。肝付町特産のカラ
ーピーマン『キャンピー』は、想像を超えた美味しさ。
　キャンピーは、肝付町でしか栽培されていないカラー
ピーマン。「まるでキャンディーのように甘くて色とり
どり」なことからその名が付けられた。ビタミンＣ豊
富で、ピーマン嫌いな子供にもおすすめ。サラダ、パ
エリア、中華など、あなただけのオリジナルメニュー
を作ってみては。

○栽培農家６戸
○栽培面積 11,625㎡
○収穫期 11月～７月
○収穫量 93万個

肝付町の栽培状況

取締役技術部長　村田　忠


